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コーダに対して 2次元的外乱と 3次元的外乱を与える機構の 2つで構成されている．被測定エン
コーダは，外乱発生機構によって作り出された外乱の影響を受けるエンコーダである．基準エン
コーダは被測定エンコーダと比較測定を行うために使用する．測定部は被測定エンコーダと基準
エンコーダから出力された波形を測定し,波形間演算，保存を行う．試作した実験装置を用いて 2
次元的外乱として静的な２次元変位を，3次元的外乱として静的な傾きを与える実験を行い，測
定結果を分析して，それらの関係性を実験的に明らかにした．
